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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、脆い犠牲的結合を柔軟な材料に導入することで、材料全体を強靭化する「犠牲結合原理」

を提唱し、その原理に基づいた新しいソフト／ハード複合材料の創製を行うものである。 

これまでに、ソフトマター相及び複合材料における犠牲結合材料の創製に成功しており、ハードマ

ター相材料にも適用できることを明らかにするなど当初計画で掲げた目標をほぼ達成している。さら

には、期待以上の強度の達成や、外部刺激による材料物性の制御といったインテリジェント材料の創

製にまで踏み込んでいる。これらの研究成果は数多くの国際的に著名な学術誌にも掲載されており、

学術的に高く評価されているだけではなく、高い実用性も期待できる。 


